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◆平成18年度当所予算
1億2615万円に補正

◆『まちづくり』についての懇談会を開催
～正副会頭と金丸市長・市役所幹部が意見交換～

◆大店立地法の指針7月31日に施行

◆低空飛行・持続型安定成長
～輸出が“景気の安全弁”に～

◆LOBO1月結果

業況DI2ヶ月連続で悪化

館山～大島～下田を季節運航する高速ジェット船

～マル経融資制度～ 
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改 
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により 
「国民生活金融公庫」から借りられる国の制度です。 
 
担保、保証人 
保証協会の保証 
貸付限度額 
返  済  期  間 
利　　　  率 
 
融  資  対  象 

不　要 
不　要 
1,000万円（但し別枠450万円を含む） 
7年以内（＊運転資金は5年以内） 
年2.1％（平成19年2月9日現在） 
 小規模事業者：従業員20人以下 
（商業、サービス業は5人以下） 

※ご利用の際には各種要件がございますので下記 
　までお問い合わせください。  
問合せ　館山商工会議所　　22－8330



会 議 所 だ よ り
平成19年３月10日（２）

館山本店 
22ー8881

館山銀座店 
23ー5511

館山ジャスコ店 
24ー2010

宝石は心の安らぎ 
　メガネと共に快適生活 

http://www.boyodo.co.jp/http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111TEL0470(23)5111

http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111

http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111

当
所
第
４
回
常
議
員
会
が
、
３

月
２
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
、
平

成
18
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会

計
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
総
体
で
当
初
予

算
（
１
２
５，

８
２
７，

４
４
０

円
）
に
対
し
、
１
２
６，
１
５
８，

８
４
０
円
と
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

内
訳
は
、
一
般
会
計
で
当
初
予
算

（
４
８，

２
０

３，
０
０
０
円
）

に
対
し
、
補
正

予
算
額
４
７，

１
７
９，

０
０

０
円
、
中
小
企

業
相
談
所
特
別

会
計
は
当
初
予

算
（
４
８，

２

９
１，

１
０
０

円
）
に
対
し
、

補
正
予
算
額
４

９，

３
８
４，

１
０
０
円
、
会

館
運
営
特
別
会

計
は
当
初
予
算

（
１
３，

１
１

８，
３
６
０
円
）

に
対
し
、
補
正

予
算
額
１
２，

４
９
３，

３
６
０

円
、
共
済
事
業
特
別
会
計
は
当
初

予
算
（
１
２，

７
７
０，

０
０
０

円
）
に
対
し
、
補
正
予
算
額
１
３，

６
５
７，

４
０
０
円
、
特
定
商
工

業
者
法
定
台
帳
特
別
会
計
は
当
初

予
算
（
３，
４
４
４，
９
８
０
円
）

に
対
し
、
予
算
ど
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

館
山
市
商
業
協
同
組
合
（
代
表

理
事
　
廣
井
武
雄
）
で
は
、
地
域

の
活
性
化
や
顧
客
の
利
便
性
向

上
・
地
域
外
流
出
を
防
止
す
る
目

的
で
市
内
共
通
商
品
券
を
発
行
し

て
い
る
。
こ
の
商
品
券
は
、「
使

っ
て
便
利
、も
ら
っ
て
嬉
し
い
！
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
多
数
の

お
客
様
か
ら
日
頃
の
お
買
物
や
、

贈
答
用
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。し

か
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
外
部
資
本
の

郊
外
型
大
型
店
の
相
次
ぐ
進
出
な

ど
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
ま
た
本
年
は
、
新
た
な
大
型

店
の
出
店
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
厳
し
い
環
境
の
悪
化
が
予

想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
館
山
市
商
業
協
同
組

合
で
は
商
品
券
の
更
な
る
利
用
拡

大
で
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
館
山
市
職
員
組
合
を
通
じ
市

内
で
も
有
数
の
職
員
数
で
あ
る
館

山
市
職
員
の
皆
様
に
商
品
券
の
積

極
的
な
利
用
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
地
域
の
活
性
化
に
一
役
買
お

う
と
快
諾
が
得
ら
れ
、
同
職
員
組

合
を
窓
口
に
全
職
員
へ
の
呼
び
か

け
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
職
域
な
ど
へ
の
呼
び

か
け
を
強
化
す
る
こ
と
で
更
な
る

利
用
者
の
獲
得
を
目
指
す
と
共

に
、
消
費
者
か
ら
の
要
望
が
多
い

加
盟
店
の
増
強
や
、
加
盟
店
ご
と

の
特
典
サ
ー
ビ
ス
を
募
り
周
知
す

る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
利
便
性

向
上
や
利
用
拡
大
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

加
盟
店
は
随
時
募
集
し
て
お

り
、
物
販
・
小
売
に
限
ら
ず
飲

食
・
サ
ー
ビ
ス
や
自
動
車
修
理
販

売
、
建
設
関
係
等
の
加
入
も
受
け

付
け
て
い
る
。

※
市
内
共
通
商
品
券
の
ご
注
文
や

お
問
い
合
わ
せ
は
、
館
山
市
商
業

協
同
組
合
（
蕁
22
―
８
３
３
０
）

ま
で
。

1 
億 
2 
6 
1 
5 
万 
円 
に 
補 
正 

1 
億 
2 
6 
1 
5 
万 
円 
に 
補 
正 
平成18年度 
補正予算 ���

���

特定商工業者法定 
台帳関係　3%

�
�

会館運営関係 
10%

共済事業関係 
11%

��
��

���
���

一般会計 
37%
一般会計 
37%

中小企業相談所中小企業相談所 
関係　関係　39%39%中小企業相談所関係中小企業相談所関係 
38%38%

中小企業相談所関係 
39%

補正予算の内訳

〜
市
商
協
が
市
職
員
に
利
用
促
進
を
依
頼
〜 



会 議 所 だ よ り
（３）平成19年３月10日

物流コストを見直しませんか !?

・路線、地域内宅配 

・引越、貸切、積合わせ 

・コース配送、他 

房総の物流プランナー＆パートナー 

安房運輸株式会社 
電話：本社　0470ー22ー0165 

館山　0470ー27ー6151 
http://www.tokyo-bay.ne.jp/̃awa-exp/

宮沢書店 
TEL 0470ー23ー7771 

●営業時間　9:00AM～8:00PM 
（年中無休） 

本・教科書・文具・ファンシー

懇
談
会
で
は
、
闍
橋
会
頭
か
ら

「
金
丸
新
市
長
が
誕
生
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
商
工

業
振
興
に
お
互
い
に
理
解
を
深
め

て
い
き
た
い
と
会
報
の
新
年
号
に

も
書
い
た
と
お
り
、
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
行
く
た
め
に
新
市
長
の

お
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

意
見
交
換
を
し
た
い
」
旨
の
挨
拶

が
あ
り
、
金
丸
市
長
か
ら
は
「
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
と
し
て
の

方
向
性
や
現
状
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
商
工
会
議
所
と
行
政
が
ま

ち
づ
く
り
の
両
輪
と
し
て
協
力
で

き
る
よ
う
有
意
義
な
会
議
に
し
た

い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

金
丸
市
長
か
ら
は
、「
ま
ち
づ

く
り
」
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
、
①
安
心
・
安
全
な
ま
ち
を

目
指
し
た
基
盤
整
備
②
総
合
的
な

子
育
て
支
援
の
環
境
整
備
、
③
自

然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
を
い
か
し

た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

④
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
や

農
漁
業
と
組
み
合
わ
せ
た
観
光
産

業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
⑤
定
住
人

口
の
増
加
を
目
指
し
団
塊
の
世
代

の
移
住
受
入
な
ど
を
実
施
す
る
活

性
化
策
⑥
職
員
の
意
識
改
革
に
よ

り
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
ス
リ
ム
な
行
政
の
実
現
、
以
上

の
よ
う
な
視
点
を
持
っ
て
着
実
に

実
行
す
る
こ
と
で
、
館
山
を
日
本

一
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
た
い
、

と
意
気
込
み
が
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
個
々
の
事
業
の
取
組
や

進
捗
状
況
と
し
て
、「
ち
ば
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
へ
の
取
組
、「
多
目
的
観
光

桟
橋
・
ビ
ー
チ
利
用
促
進
モ
デ
ル

事
業
」
や
「
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整

備
事
業
」
の
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
、
商
業
振
興
の
た
め
の
基
本
的

な
条
例
の
制
定
に
向
け
た
取
組
な

ど
が
担
当
課
か
ら
説
明
さ
れ
た
。

特
に
、「
多
目
的
観
光
桟
橋
」

に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
が
事
業
主

体
と
な
っ
て
事
業
着
手
し
て
お

り
、
昨
年
の
９
月
に
は
内
房
小
委

員
会
に
お
い
て
漁
業
者
か
ら
桟
橋

事
業
の
同
意
を
得
て
、
現
在
補
償

交
渉
を
す
す
め
て
い
る
。
市
と
し

て
も
県
に
全
面
的
に
協
力
し
、
早

期
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

商
業
振
興
の
た
め
の
基
本
的
な

条
例
に
つ
い
て
は
、
条
例
制
定
の

目
的
を
①
大
規
模
小
売
店
舗
の
進

出
が
続
く
こ
と
に
よ
る
、
花
火
大

会
や
祭
礼
な
ど
の
地
域
文
化
の
中

心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
商
業

者
の
経
営
基
盤
の
悪
化
に
伴
う
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
の
防
止

②
商
業
振
興
の
た
め
の
中
心
的
機

関
で
あ
る
商
工
会
議
所
、
地
域
の

商
店
街
の
運
営
基
盤
の
維
持
の
た

め
の
加
入
促
進
③
新
規
進
出
商
業

者
の
地
域
へ
の
社
会
貢
献
の
啓
発

と
し
て
、
早
期
の
条
例
制
定
を
目

指
し
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

当
所
と
し
て
も
、
こ
の
条
例
が

こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

有
効
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
地

域
経
済
団
体
と
し
て
積
極
的
な
意

見
具
申
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

当
所
で
は
、
１
月
29
日
（
月
）
に
新
市
長
の
金
丸
謙
一
氏
を
始
め
、

商
工
会
議
所
活
動
に
か
か
わ
る
担
当
課
を
お
招
き
し
て
、「
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

懇
談
会
に
は
館
山
市
よ
り
、
金
丸
謙
一
市
長
、
平
川
實
経
済
環
境
部

長
、
松
坂
隆
雄
建
設
課
長
、
忍
足
光
正
都
市
計
画
課
長
、
谷
野
秀
紀
観

光
立
市
推
進
課
長
、
笠
井
善
幸
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
、
鈴
木

雄
二
商
工
課
主
幹
、
当
所
よ
り
闍
橋
弘
之
会
頭
、
小
林
義
和
副
会
頭
、

宮
澤
治
海
副
会
頭
、
山
本
佳
幸
専
務
理
事
が
出
席
し
た
。

〜
正
副
会
頭
と
金
丸
市
長

〜
正
副
会
頭
と
金
丸
市
長
・
市
役
所
幹
部
が
意
見
交
換
〜

市
役
所
幹
部
が
意
見
交
換
〜 

〜
正
副
会
頭
と
金
丸
市
長
・
市
役
所
幹
部
が
意
見
交
換
〜 



会 議 所 だ よ り
平成19年３月10日（４）

企
業
政
策
審
議
会
経
営
支
援
分
科

会
商
業
部
会
合
同
会
議
の
中
間
報

告
「
コ
ン
パ
ク
ト
で
に
ぎ
わ
い
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
」
に
お
い
て
、
大
型
店
の
社
会

的
責
任
の
一
環
と
し
て
、
大
型
店

が
ま
ち
づ
く
り
に
自
ら
積
極
的
に

対
応
す
べ
き
と
さ
れ
、
さ
ら
に
事

業
者
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
活
性

化
へ
の
取
組
に
つ
い
て
、「
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
10
年
法
律
第
92
号
）」
第
６

条
に
責
務
規
定
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
踏
ま
え
、

関
係
業
界
団
体
に
お
い
て
、
地
域

経
済
団
体
等
へ
の
積
極
的
な
協

力
、
地
域
の
防
災
・
防
犯
へ
の
対

応
、
退
店
時
に
お
け
る
早
期
の
情

報
提
供
等
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢

献
に
関
す
る
自
主
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
個
々
の
事
業
者
に

お
い
て
も
自
主
的
な
取
組
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ

る
。こ

の
う
え
で
「
コ
ン
パ
ク
ト
で

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
大
型
店
だ
け
で

な
く
、
法
運
用
主
体
、
立
地
市
町

村
、
地
域
の
住
民
等
そ
の
他
の
関

係
者
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
積
極
的
な
貢
献
を
行
い
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
多
面
的
、

継
続
的
な
取
組
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
を
強
く
期
待
す
る
次
第
で
あ

る
。

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
は
、

大
規
模
小
売
店
舗
が
不
特
定
多
数

の
顧
客
を
集
め
、
大
量
の
商
品
等

の
流
通
の
要
と
な
る
施
設
で
あ

り
、
ま
た
、
生
活
利
便
施
設
と
し

て
生
活
空
間
か
ら
一
定
の
範
囲
内

に
立
地
す
る
と
い
う
特
性
を
有
す

る
こ
と
に
着
目
し
、
大
規
模
小
売

店
舗
の
設
置
者
（
以
下
「
設
置
者
」

と
い
う
。）
に
対
し
特
に
周
辺
地

域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
、

そ
の
施
設
の
配
置
及
び
運
営
方
法

に
つ
い
て
合
理
的
な
範
囲
内
で
配

慮
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

本
指
針
は
、
設
置
者
が
大
規
模

小
売
店
舗
立
地
法
の
届
出
に
関

し
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
特
性
か

ら
、
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
具
体
的
な
事
項
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
設
置
者
が
そ
の
趣
旨

と
内
容
を
十
分
に
理
解
す
る
と
と

も
に��

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
小

売
業
者
に
も
十
分
に
周
知
し
、
協

力
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。同

時
に
本
指
針
は
、
大
規
模
小

売
店
舗
立
地
法
の
運
用
に
当
た
る

都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
（
以

下
「
法
運
用
主
体
」
と
い
う
。）

は
も
と
よ
り
同
法
の
届
出
に
係
る

大
規
模
小
売
店
舗
の
所
在
す
る
市

町
村
（
以
下
「
立
地
市
町
村
」
と

い
う
。）、
当
該
店
舗
の
周
辺
地
域

の
住
民
、
事
業
者
等
（
以
下
「
地

域
の
住
民
等
」
と
い
う
。）
に
と

っ
て
も
、
判
断
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
関
係

者
に
お
い
て
も
、本
指
針
の
趣
旨
、

内
容
が
十
分
に
認
識
さ
れ
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。

な
お
、
本
指
針
の
内
容
は
大
規

模
小
売
店
舗
立
地
法
の
運
用
を
行

う
上
で
の
基
準
を
示
す
も
の
で
は

あ
る
が
、
地
域
の
事
情
は
多
種
多

様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
運
用
主

体
が
弾
力
的
に
判
断
し
、
運
用
を

行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
お
い

て
法
運
用
主
体
は
、
需
給
調
整
的

な
運
用
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
本
指
針
の
趣
旨
か
ら
合
理
的

で
は
な
い
負
担
を
設
置
者
に
求
め

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

ず
、
ま
た
、
運
用
の
公
平
性
、
透

明
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
地
域

の
基
準
を
予
め
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
設
置

者
及
び
小
売
業
者
は
、
小
売
業
の

地
域
密
着
型
産
業
と
し
て
の
性
質

か
ら
、
企
業
の
社
会
的
責
任
と
し

て
、
互
い
に
協
力
し
、
周
辺
地
域

の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
に
、

本
指
針
に
基
づ
き
法
的
に
配
慮
を

求
め
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て

も
、
適
切
な
対
応
を
行
う
べ
き
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。さ
ら
に
、

設
置
者
は
、
大
規
模
小
売
店
舗
に

小
売
店
舗
以
外
の
施
設
が
併
設
さ

れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
小
売
店

舗
以
外
の
施
設
（
以
下
「
併
設
施

設
」
と
い
う
。）
の
事
業
者
に
お

い
て
も
同
様
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

特
に
大
型
店
の
社
会
的
責
任
の

観
点
で
は
、
平
成
17
年
12
月
の
産

業
構
造
審
議
会
流
通
部
会
・
中
小

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
大
店
立
地
法
）
第
４
条
に
基
づ
く
「
大

規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
配
慮
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
指
針

（
再
改
定
案
）」
が
、
２
月
１
日
告
示
さ
れ
た
。
施
行
は
、
平
成
19
年

７
月
31
日
。
同
指
針
は
、
１
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
第
19
回
産
業
構

造
審
議
会
流
通
部
会
・
中
小
企
業
政
策
審
議
会
経
営
支
援
分
科
会
商

業
部
会
合
同
会
議
で
決
定
し
て
い
た
。

〜
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
配
慮
す
べ
き
事
項
に
関
す
る

〜
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
配
慮
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
指
針
〜

指
針
〜 

〜
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
配
慮
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
指
針
〜 
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会 議 所 だ よ り
（５）平成19年３月10日

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
問
題
は
、

こ
う
し
た
経
済
状
況
下
で
、
家
計

部
門
に
景
気
回
復
の
恩
恵
が
及
び

に
く
い
こ
と
だ
。
昨
年
末
の
税
制

大
綱
で
も
、
企
業
部
門
の
税
負
担

は
軽
減
さ
れ
る
一
方
、
家
計
部
門

の
税
負
担
は
、
定
率
減
税
の
廃
止

に
よ
っ
て
増
え
る
こ
と
が
明
確
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
少
子
高

齢
化
が
進
展
す
る
わ
が
国
は
、
ど

こ
へ
向
か
っ
て
国
の
モ
デ
ル
を
作

れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
米
国
型

の
競
争
社
会
を
目
標
に
す
る
の

か
、
北
欧
型
の
高
負
担
・
高
福
祉

社
会
を
目
指
す
の
か
、
あ
る
い
は

日
本
独
自
型
を
創
作
す
る
の
か
。

そ
ろ
そ
ろ
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
だ
。

昨
年
末
に
か
け
て
、
あ
る
新
聞

社
が
主
要
企
業
の
経
営
者
１
０
０

人
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
注
目
さ
れ

る
ポ
イ
ン
ト
が
２
つ
あ
っ
た
。
一

つ
は
、
90
％
と
い
う
圧
倒
的
多
数

の
経
営
者
が
、「
現
在
景
気
は
回

復
し
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
点

だ
。
こ
の
背
景
に
は
、
輸
出
に
牽

引
さ
れ
て
始
ま
っ
た
今
回
の
景
気

回
復
が
、
主
要
企
業
の
間
に
限
っ

て
み
る
と
、
か
な
り
広
範
囲
に
裾

野
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
景
気
の
回
復
を

認
識
し
て
い
る
経
営
者
の
う
ち
３

割
以
上
が
、「
今
回
の
景
気
回
復

は
１
年
以
上
続
く
」
と
予
想
し
て

い
る
点
で
あ
る
。経
済
成
長
率
は
、

昔
の
高
度
成
長
局
面
と
は
比
べ
る

べ
く
も
な
い
の
だ
が
、
多
く
の
経

営
者
は
今
回
の
景
気
上
昇
ト
レ
ン

ド
の
息
が
長
い
こ
と
を
肌
で
感
じ

て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
背
景
に
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
過
剰
債
務
・
過
剰
設
備
・
過

剰
人
員
の
３
つ
の
処
理
が
ほ
ぼ
終

わ
り
、
わ
が
国
経
済
が
新
し
い
成

長
過
程
に
入
っ
て
い
る
と
の
実
感

が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
過
剰
３
兄
弟

の
重
荷
を
降
ろ
し
た
か
ら
こ
そ
、

企
業
経
営
者
は
、
新
し
い
技
術
や

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
目
を
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。ま

た
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
大
き
な
要

因
の
一
つ
だ
ろ
う
。
足
元
の
世
界

経
済
を
見
る
と
、
多
く
の
新
興
国

が
一
斉
に
工
業
化
に
向
け
て
進
み

だ
し
た
。
そ
の
影
響
は
顕
著
で
、

先
進
国
の
輸
出
好
調
が
鮮
明
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
わ
が
国
の

経
済
に
も
大
き
な
プ
ラ
ス
要
因
と

し
て
働
い
て
い
る
。と
い
う
の
は
、

国
内
の
需
要
項
目
が
伸
び
悩
ん
で

も
、
輸
出
の
伸
び
が
輕
景
気
の
安

全
弁
輒
の
役
割
を
は
た
し
て
く
れ

る
か
ら
だ
。

現
在
の
国
内
の
需
要
項
目
に
目

を
転
じ
る
と
、
消
費
は
昨
年
夏
場

以
降
、
頭
打
ち
の
状
態
が
続
い
て

い
る
。
設
備
投
資
は
好
調
さ
を
維

持
し
て
い
る
も
の
の
、
公
共
投
資

な
ど
の
政
府
支
出
が
減
少
し
て
お

り
、
設
備
投
資
だ
け
で
は
景
気
を

押
し
上
げ
る
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
は
な
っ
て
い
な
い
の
だ
。
昨
年

７
〜
９
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
を
見

て
も
、
国
内
需
要
項
目
全
体
で
は

マ
イ
ナ
ス
寄
与
だ
っ
た
。
そ
れ
を

補
っ
た
の
が
輸
出
で
あ
り
、
あ
た

か
も
〝
景
気
の
安
全
弁
〟
と
し
て

の
機
能
を
担
っ
て
く
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
今
後
も

大
き
く
変
化
す
る
と
は
考
え
難

い
。
今
年
も
低
成
長
な
が
ら
輸
出

な
ど
に
助
け
ら
れ
て
、
安
定
し
た

成
長
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
経
済
状
況
を
輕
低
空
飛

行
・
持
続
型
安
定
成
長
輒

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

こ
の
輕
低
空
飛
行
・
持

続
型
安
定
成
長
輒
の
下
で

は
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
の

高
成
長
を
期
待
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
成
長
率
自
体

は
、
相
対
的
に
低
位
に
な

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ

が
国
企
業
は
重
荷
を
降
ろ

し
、
新
し
い
技
術
に
目
を

向
け
て
い
る
た
め
、
大
き

く
落
ち
込
む
と
も
考
え
難

い
。
し
か
も
、
い
ざ
と
な

れ
ば
、
海
外
要
因
が
安
全

弁
の
働
き
を
し
て
く
れ
る

充実した設備と細かい 
サービス～大型印刷機 
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会 議 所 だ よ り
平成19年３月10日（６）

商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（
早
期

景
気
観
測
）
調
査
の
１
月
結
果
に

よ
る
と
、
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
（
前
年
同
月
比
）
は
、
前
月
水

準
（
▲
25
・
２
）
よ
り
マ
イ
ナ
ス

幅
が
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
拡
大
し
て

▲
28
・
０
と
な
り
、
２
ヶ
月
連
続

で
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た
。

産
業
別
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
全
業

種
で
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た
。

各
業
種
か
ら
業
況
好
調
、
売
上

増
加
、
消
費
回
復
、
来
店
者
数
増

加
、
仕
入
コ
ス
ト
減
少
、
先
行
き

期
待
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
一

方
で
、
公
共
工
事
や
来
店
者
数
の

減
少
、
消
費
の
低
迷
な
ど
業
況
低

迷
、
仕
入
コ
ス
ト
の
増
加
に
よ
る

採
算
悪
化
、
取
引
先
の
廃
業
に
よ

る
顧
客
減
少
の
影
響
、
貸
出
金
利

引
き
上
げ
へ
の
懸
念
を
訴
え
る
声

も
聞
か
れ
た
。

売
上
面
で
は
、
全
産
業
合
計
の

売
上
Ｄ
Ｉ
は
、
マ
イ
ナ
ス
幅
が

３
・
９
ポ
イ
ン
ト
拡
大
し
て
▲

21
・
５
と
な
り
、
３
ヶ
月
連
続
で

拡
大
し
た
。
産
業
別
に
み
る
と
、

Ｄ
Ｉ
値
は
サ
ー
ビ
ス
で
マ
イ
ナ
ス

幅
が
縮
小
し
た
も
の
の
、
他
の
４

業
種
で
拡
大
し
た
。

採
算
面
で
は
、
全
産
業
合
計
Ｄ

Ｉ
は
、
マ
イ
ナ
ス
幅
が
０
・
７
ポ

イ
ン
ト
拡
大
し
て
▲
26
・
３
と
な

り
、
２
ヶ
月
連
続
で
拡
大
し
た
。

産
業
別
に
み
る
と
、
Ｄ
Ｉ
値
の
マ

イ
ナ
ス
幅
は
建
設
、
サ
ー
ビ
ス
で

縮
小
し
た
も
の
の
、
他
の
３
業
種

で
拡
大
し
た
。

資
金
繰
り
面
で
は
、
全
産
業
合

計
の
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
、
悪
化
超

感
が
２
・
０
ポ
イ
ン
ト
強
ま
っ
て

▲
19
・
６
と
な
り
、
２
ヶ
月
連
続

で
強
ま
っ
た
。産
業
別
に
み
る
と
、

Ｄ
Ｉ
値
の
悪
化
超
感
は
卸
売
で
弱

ま
っ
た
も
の
の
、
ほ
か
の
４
業
種

で
強
ま
っ
た
。

仕
入
単
価
面
で
は
、
全
産
業
合

計
の
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
は
、
上
昇
超

感
が
４
・
２
ポ
イ
ン
ト
弱
ま
っ
て

▲
21
・
８
と
な
り
、
２
ヶ
月
ぶ
り

に
弱
ま
っ
た
。
産
業
別
に
見
る
と

Ｄ
Ｉ
値
の
上
昇
超
感
は
全
業
種
で

弱
ま
っ
た
。

従
業
員
面
で
は
、
全
産
業
合
計

の
従
業
員
Ｄ
Ｉ
は
、
不
足
超
感
か

ら
過
剰
超
感
に
転
じ
た
。

先
行
き
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
が
▲

23
・
９
と
、
昨
年
同
時
期
の
先
行

き
見
通
し
（
▲
21
・
３
）
に
比
べ

て
悪
化
し
て
い
る
。

各
業
種
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
建
設
業
】
か
ら
は
、「
市
町
村
合

併
や
北
関
東
自
動
車
道
関
連
の
工

事
が
増
加
し
て
お
り
、
一
時
的
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
業
況
は

好
転
し
て
い
る
」（
土
木
工
事
）

と
の
声
が
あ
る
一
方
、「
他
の
産

業
で
は
景
気
回
復
と
の
声
が
聞
か

れ
る
が
、
公
共
工
事
削
減
の
影
響

を
受
け
て
い
る
建
設
業
は
一
向
に

良
い
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
」（
建

築
工
事
）、「
依
然
と
し
て
続
く
公

共
事
業
や
民
間
工
事
の
減
少
に
よ

り
、
中
小
零
細
規
模
の
下
請
業
者

に
お
け
る
先
行
き
の
見
通
し
は
明

る
く
な
い
」（
一
般
工
事
）
と
の

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
製
造
業
】
か
ら
は
、「
中
国
や
イ

ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
向
け
の
輸
出

増
加
に
よ
り
受
注
が
増
加
傾
向
に

あ
る
と
と
も
に
、
円
安
で
採
算
も

好
転
し
て
い
る
」（
繊
維
機
械
製

造
）
と
の
声
が
あ
る
一
方
、「
不

二
家
の
期
限
切
れ
原
料
使
用
問
題

の
影
響
が
広
が
る
こ
と
を
懸
念
し

て
い
る
」（
パ
ン
・
菓
子
製
造
）

と
の
コ
メ
ン
ト
の
ほ
か
、「
仕
入

コ
ス
ト
上
昇
に
よ
り
、
売
上
が
伸

び
て
も
採
算
が
好
転
し
な
い
と
と

も
に
、
今
後
の
金
利
動
向
が
懸
念

材
料
と
な
っ
て
い
る
」（
金
属
加

工
機
械
製
造
）
と
、
仕
入
コ
ス
ト

上
昇
に
よ
る
影
響
と
貸
出
金
利
引

き
上
げ
へ
の
懸
念
を
訴
え
る
声
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
卸
売
業
】
か
ら
は
、「
前
年
同
月

は
豪
雪
に
よ
り
来
店
者
数
が
少
な

か
っ
た
が
、
今
年
は
暖
冬
で
降
雪

量
が
少
な
く
自
動
車
が
動
き
や
す

い
た
め
か
来
店
者
数
が
増
加
し

た
」（
衣
服
・
日
用
品
卸
売
）
と

の
声
が
あ
る
一
方
、「
年
初
は
人

出
も
多
く
売
上
が
伸
び
た
が
、
仕

事
始
め
が
過
ぎ
た
頃
か
ら
低
迷
し

た
昨
年
同
時
期
と
同
じ
状
態
に
戻

っ
て
し
ま
っ
た
」（
農
畜
産
水
産

物
卸
売
）と
の
コ
メ
ン
ト
の
ほ
か
、

「
顧
客
で
あ
る
酒
販
店
が
相
次
い

で
廃
業
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
で

業
況
が
悪
化
し
た
と
感
じ
て
い

る
」（
食
料
・
飲
料
卸
売
）
と
の

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
小
売
業
】
か
ら
は
、「
今
年
は
雪

が
少
な
い
た
め
に
来
店
者
数
が
増

加
し
て
お
り
、
冬
物
の
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
セ
ー
ル
の
売
上
も
好
調
」

（
百
貨
店
）
と
の
声
が
あ
る
一
方

で
、「
初
売
り
は
好
調
で
あ
っ
た

が
、
４
日
以
降
の
売
上
は
前
年
同

月
を
下
回
っ
て
お
り
、
特
に
衣
料

品
は
前
年
同
月
比
３
％
減
を
見
込

ん
で
い
る
」（
百
貨
店
）、「
暖
冬

の
影
響
で
冬
物
衣
類
や
暖
房
設
備

の
売
上
が
少
な
く
新
年
度
向
け
の

学
校
用
品
も
地
元
で
購
入
す
る
消

費
者
は
少
な
い
と
予
想
」（
商
店

街
）
と
、
暖
冬
に
よ
る
冬
物
商
品

の
売
上
低
迷
と
先
行
き
不
安
を
訴

え
る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
か
ら
は
、「
例
年
、

１
月
は
あ
ま
り
良
く
な
い
月
だ

が
、
今
年
は
暖
冬
と
晴
天
に
よ
り

来
店
者
数
が
予
想
を
上
回
っ
た
」

（
喫
茶
店
）、「
原
油
価
格
下
落
の

影
響
で
軽
油
価
格
も
値
下
げ
傾
向

に
入
り
つ
つ
あ
る
」（
運
送
業
）

と
の
声
が
あ
る
一
方
で
、「
暖
冬

に
よ
り
ス
キ
ー
客
の
宿
泊
が
激
減

し
て
い
る
」（
旅
館
）
と
の
コ
メ

ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、

「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ

ィ
ル
ス
の
発
生
な
ど
、
飲
食
店
に

と
っ
て
は
打
撃
と
な
る
出
来
事
が

相
次
い
で
起
こ
っ
て
お
り
、
不
安

な
状
況
が
続
い
て
い
る
」（
食

堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）
と
、
食
中
毒

等
の
流
行
に
よ
る
影
響
を
訴
え
る

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

※
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（
早
期
景
気
観
測
）

調
査
は
、
全
国
４
０
７
商
工
会
議

所
が
建
設
、
製
造
、
卸
売
、
小
売
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
２
５
８
９
業
種
組

合
な
ど
に
、
今
月
の
業
況
、
売
上
、

採
算
な
ど
の
状
況
や
、
当
面
す
る

問
題
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
調

査
。Ｄ

Ｉ
値
と
は
、
売
上
、
採
算
、

業
況
な
ど
の
項
目
つ
い
て
、
判
断

の
状
況
を
表
す
数
値
の
こ
と
。
ゼ

ロ
を
基
準
に
、
プ
ラ
ス
は
景
気
の

上
向
き
傾
向
、
マ
イ
ナ
ス
は
下
向

き
傾
向
を
表
す
回
答
が
多
い
こ
と

を
示
す
。
売
上
高
な
ど
実
数
値
の

上
昇
率
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、

強
気
・
弱
気
な
ど
「
景
気
感
」
の

相
対
的
な
広
が
り
を
意
味
し
て
い

る
。

Ｄ
Ｉ
値
＝
（
増
加
・
好
転

な
ど
の
回
答
割
合
）
―
（
減
少
・

悪
化
な
ど
の
回
答
割
合
）

企
業
種
で
改
善 

　
　
９
年
ぶ
り
の
水
準
に 

ＬＯＢＯ 
1月結果 

業
況
業
況
Ｄ
Ｉ
２
ヶ
月
連
続

月
連
続
で
悪
化
悪
化 

業
況
Ｄ
Ｉ
２
ヶ
月
連
続
で
悪
化 

業況ＤＩの推移（平成9年4月～19年1月） 
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新
入
会
員
の
皆
様
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
宍
田
ピ
ア
ノ
サ
ー
ビ
ス

宍
田
文
晴

八
幡
２
７
７
―
３
０

（
ピ
ア
ノ
調
律
・
楽
器
販
売
他
）

○
マ
サ
設
備
工
業

市
川
　
勝

下
真
倉
３
９
９
―
１
３

（
給
排
水
設
備
工
事
）

○
ぼ
た
ん

高
梨
静
子

大
賀
１
５
９
―
１

（
キ
ム
チ
製
造
販
売
）

○
ヤ
マ
グ
チ
圧
送

山
口
和
靖

古
茂
口
３
０
―
５

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
業
）

【
特
別
会
員
】

○
東
日
観
光
㈱
木
更
津
支
店

渡
辺
一
彦

木
更
津
市
中
央
２
―
３
―
１

（
旅
行
業
）

「
ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
先
月
Ｓ
Ｌ
運
行

と
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
「
さ
と

み
朝
市
」
が
、
３
月
に
も
追
加
開

催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
初
の
予
定
で
は
、
２
月
と
４

〈
中
小
企
業
会
計
啓
発
・

普
及
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
〉

〈「
さ
と
み
朝
市
」
を

追
加
開
催
〉

〜
今
後
の
定
期
開
催
も
検
討
〜

会 議 所 だ よ り
（７）平成19年３月10日

金
丸
新
市
政
と
な
っ
て
ま
だ
間

も
な
い
２
月
13
日
、
館
山
商
工
会

館
に
お
い
て
、
新
市
長
を
お
招
き

し
て
、
青
年
部
員
と
の
懇
談
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
午
後
８
時
と
い
う
遅
い
時

間
の
開
始
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
疲

れ
も
見
せ
ず
颯
爽
と
会
場
入
り
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
年
の
離

れ
た
兄
貴
と
思
っ
て
気
軽
に
話
し

て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
市
長
の

言
葉
で
、
大
変
フ
ラ
ン
ク
な
雰
囲

気
の
中
、懇
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。

予
定
の
時
間
が
、
１
時
間
半
と
比

較
的
短
か
っ
た
た
め
特
定
の
問
題

に
対
し
て
深
く
お
伺
い
を
す
る
と

い
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
大
型
店
や
商
店
街
、
街
づ
く

り
に
対
す
る
お
考
え
、
観
光
の
問

題
、
将
来
の
館
山
市
の
人
口
増
を

促
す
た
め
の
方
策
、
果
て
は
、
子

育
て
や
教
育
問
題
な
ど
、
短
時
間

と
は
思
え
な
い
ほ
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
貴

重
な
お
話
を
お
伺
い

す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

青
年
部
一
同
、
お

忙
し
い
中
貴
重
な
お

時
間
を
作
っ
て
い
た

だ
き
お
越
し
い
た
だ

い
た
こ
と
に
大
変
感

謝
を
す
る
と
と
も

に
、
金
丸
新
市
長
の

今
後
の
市
政
に
大
き

な
期
待
を
持
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
務
親
睦
委
員
会

高
橋
　
宏
治

当
所
で
は
、
２
月
21
日
（
水
）

に
中
小
企
業
会
計
啓
発
・
普
及
セ

ミ
ナ
ー
〜
会
計
を
活
か
し
た
体
質

強
化
の
進
め
方
〜
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
中
小
企
業
の
経
営
診

断
に
数
々
の
実
績
が
あ
る
、
中
小

企
業
診
断
士
の
小
坂
雄
二
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
、「
中
小
企
業
の

会
計
」
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
、

導
入
上
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
会
計
を
活

か
し
た
企
業
体
質
の
強
化
や
、
決

算
書
に
ま
つ
わ
る
中
小
企
業
の
悩

み
、
財
務
診
断
か
ら
の
事
業
改
善

等
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
て
解
り

や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
会
計
＝
税
金
計
算
の
た
め
の
面

倒
な
事
務
」
と
い
う
考
え
か
ら
、

「
経
営
戦
略
や
事
業
計
画
を
策
定

す
る
上
で
、
最
も
重
要
な
の
が
会

計
」
と
い
う
考
え
に
変
っ
た
、
な

ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

月
の
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
先

月
の
開
催
が
連
日
１
５
０
０
人
以

上
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、
地
元
の

来
客
者
か
ら
は
定
期
的
な
開
催
を

望
む
声
も
多
く
聞
か
れ
た
た
め
、

今
回
の
追
加
開
催
を
決
定
し
た
。

「
さ
と
み
朝
市
」
実
行
委
員
会

（
主
管
　
館
山
銀
座
商
店
街
（振）

実
行
委
員
長
　
加
藤
喜
久
夫
）
で

は
、
今
回
の
Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
反
応

で
、
中
心
市
街
地
活
性
化
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
今
後
の
定
期
開
催
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
予
定
は
以
下
の
と
お
り
。

【
日
程
】

３
月
24
日
（
土
）
・
25
日
（
日
）

４
月
21
日
（
土
）
・
29
日
（
日
）

【
時
間
】
９
時
〜
16
時
頃

【
会
場
】

館
山
駅
東
口
・
特
設
会
場

新
入
会
員
の
ご
紹
介

南房総GIFT
館山商工会館 物産展示場 

ふるさとの味覚を自由に
詰め合わせて



会 議 所 だ よ り
平成19年３月10日（８）

◆小規模企業共済とは 
　小規模企業の個人事業主または会社等の役員の方が廃業や退職された場合、その後の生 
活の安定あるいは事業の再建などのための資金をあらかじめ準備しておく共済制度で、い 
わば「事業主の退職金制度」といえるものです。 
　独立行政法人　中小企業基盤整備機構が運営する共済制度で、館山商工会議所は委託団 
体の一つとして本制度の取扱をしております。 
 
◆制度の特色 
１．掛け金は全額所得控除 
　　掛け金は税法上全額が「小規模企業共済等掛け金控除」として課税対象所得から控除 
　できます（１年以内の前納掛け金も同様に控除できます）。 
 
２．共済金は退職所得扱いまたは公的年金などの雑所得扱い 
　　共済金は税法上、一時払い共済金については退職所得、分割共済金については公的年 
　金などの雑所得として取扱われます。 
 
３．共済金は一時払い、分割払いまたは一時払いと分割払いの併用 
　　共済金の受取は、一時払い、分割払いまたは一時払いと分割払いの併用が選択できま 
　す。（ただし、分割払いまたは一時払いと分割払いの併用の場合は一定の要件が必要です。） 
 
４．貸付制度 

　　加入者（一定の資格者）の方は、納付した掛け金総額の範囲内で事業資金の貸付け 
　（一般貸付け、傷病貸付け、創業転業等貸付け、新事業展開貸付け、福祉対応貸付け） 
　が受けられます。 
 
◆加入資格・掛け金 
【加入資格】 
　常時使用する従業員が20人以下（商業・サービス業は5人以下）の方 
１．個人事業主　２．会社役員　３．一定規模以下の企業・協業組合の役員 
　※「常時使用する従業員」には、家族や臨時の従業員は含みません。 
　※加入後に従業員が増えても脱退の必要はありません。 
 
【掛け金】 
　月額　1,000～70,000円（500円刻み） 




